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を法律的に支援する成年後見制度が制定された。2000 年には成年後見等の受任案件は 3,754 件であったが、
2009 年には 24,605 人、2013 年は 34,220 人と増加の一途をたどっている。成年後見人等と本人の関係をみると、
親や配偶者、兄弟、子どもといった親族の割合が年々減少し、弁護士や司法書士、社会福祉士といった専門職後
見人の割合が増加している。2013 年度は親族後見人が 48.5%、専門職後見人が 51.5% と専門職後見人の割合の
方が上回っている。しかし、専門職後見人はその需要にこたえきれていない現状がある。
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4 結果
　回答事業者数 17 施設（回収率 68%）有効回答数 60 名
1. 属性





　社会福祉士や介護福祉士の取得者が看護師や保健師よりも割合が高い。主任介護支援専門員は 20 人 3 分
の 1を占める。（表 1 に示す）
表 1．所有資格（複数回答）
資格 看護師 保健師 介護福祉士 社会福祉士 精神保健福祉士 主任介護支援専門員






より家族の意向が強い支援になる」は 8 割を超えている。（表 2）
表 2．家族と同居の認知症高齢者の成年後見制度の必要性




































































人を含めると 8 割以上にも及ぶ。「通帳、印鑑、現金を度々紛失する」ひとも「少しある」を含めると 7 割を超
えている。「リフォーム詐欺等の消費者被害にあったことがある」も「少しある」が 4 割を超えている。（表 3）
表 3．一人暮らしの認知症高齢者の成年後見制度の必要性について
















① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
日常生活自立支援事業説明 .727** .588** .611** .499** .389** .350** .666**














う項目に関しては⑩の r=.470**、⑦の r=.409**、⑤の r=.404**となり、地域の支え合いの項目に関しては④の
r=.400**、⑨のr=.385**、家族支援で足りるの項目に関しては④のr=.389**がr>.38以上の相関がみられた。（表5）
表 5．制度を積極的には進めない主要な意識の相関
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
① .269* .372** n.s. .404** .590** .409** .338* .321** .470**
② .365** .400** n.s. .264* n.s. n.s. .385** n.s.
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